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「これから」を生きる　
若い人たちへ　
5.10.2014 おはなしと交流
映像報告「チェルノブイリ・

28年目の子どもたち」 石上要(高槻・市民放射能測定所) 水戸喜世子
(D2Nスタッフ)  協力：北摂・高槻生協 使い捨て時代を考える会・安全
農産供給センター 生活者の会 グリーンコープ生協おおさか ほか　
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現状認識　福島第一原発事故とは

1) これまでにない過去最大の公害、環境汚染

2) 水俣病の比にあらず、将来多大な健康被害をもたらす
3) チェルノブイリに続く地球EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひばく),被曝) 被害は全世界に広がる　　　　　　
→水俣病、チェルノブイリから学ぶ
これに対処するために
4) ここまでなら安全という値はない 放射能は健康を蝕む
5) もはや汚染される覚悟が必要　
（核実験、チェルノブイリ～親世代はすでに汚染されている）

6) 楽天性を保って最大防御を→放射能を監視する

7) 怒りを忘れず、これ以上の汚染を許さない→脱原発へ　
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ステッカーで若者たち、子育て中の親たち、食の安全に取り組む
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人たち、医療関係者、脱原発を願う人たちをつなげてゆきます
いのちを守れ 子どもたちを救え 健康なくらしを守れ 
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放射能汚染を監視し、すべての原発を止めましょう

design-no-nukes.org 　ｓave life from nukesで検索　　 facebook.com/design2n
ML（メーリングリスト）　join-savelife.p64o@ml.freeml.comまで空メールを送信してください。

　　　　　　　
　　　今　後　の　予　定　(　案　) 
6月3日(火)18:00 クロスパル高槻 第2会議室　(仮)食の安全フェスタ実行委員会 第1回 毎月第１火曜日に開催
6月30日(月)10:00クロスパル高槻 第4会議室 おはなしと交流　第２回 避難者の方々と～関東からのメッセージ　20名まで先着順　詳しくはHPをご覧ください。会合は12時まで。その後、希望者で会食
共催：星の対話プロジェクト（災害避難者の人権ネットワーク）starsdialog.blog.jp/‎
8月下旬　おはなしと交流　第３回　保養キャンプ報告～被災地の子たちによりそって　　　　　　　　　　　　　　
11月下旬　(仮)食の安全フェスタ　情報の共有　安心・安全ネットワークの構築

参加よびかけ団体：食の安全に携わる生産者、流通業者　放射能診断を行う医療者　　　　　　　　　　　　　　　　放射能測定所　学校給食　カフェ　避難移住の方　被災者支援　保養キャンプ　
子ども全国ネット　環境保護・脱原発団体　… 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12月下旬　MVDダンスコンテスト　
高槻ダンスサミット実行委員会
主催　福島の高校生を招待　　　　　　　　
たかつき保養キャンプを応援しています　高校生によるチャリティライブ4.5↑　　　　
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名称変更しました





次回は7/19(土)14:30～JR高槻駅前アクトドーム





安心・安全ネットワークの構築
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詳しくはＨＰをご覧ください
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チェルノブイリ周辺の子は今…
健康なのはわずか６%


78%が慢性疾患を抱えている


1ミリシーベルト


食べ物からの内部被曝が大きく


影響を及ぼし、放射線は遺伝子


を傷つけてしまいます


日本では今…さらに高汚染
の地域に子どもが暮らしている


チ ェ ル ノブ イ リ で


で 原爆 約 8 0 0発 、


フクシマ 80発以上


の放射能が飛散


事故から22年


《ウクライナ政
府報告書》で動
画検索「チェル
ノブイリ・汚染
地帯からの報告
(2)」NHK Eテレ
で放映


年
間
被
曝
量







原発事故から28年、ウクライナの子どもたちは「どのよ


うな環境のもとでも、被曝量を年間1ミリシーベルト以下


に抑える」よう法律で定められてきました。それでも汚


染地帯の健康被害は年々深刻になり、今では、ほとんど


の子が体育の授業をまともに受けられず、救急車が頻繁


に学校にやってきます。生徒たちは疲れやすく、授業時


間が短縮されたり、宿題や学力テストが廃止されたりし


ています。


（福島原発事故による）放射能汚染を監視し、


すべての原発を止めましょう


Save life 命を守れ、子どもたちを救え、健康なくらしを守れ


《 ➀私たちの主張》何より国民の健康を最優先する。 高汚染地


域からの避難②被災者の支援③食品の放射能検査④事故の収束


⑤それらの情報公開。国は原発事故に真正面から向き合い、こ


れらに必要な限りの国費を投じる。


DESIGN NO NUKES でHP検索


事務局代表 080-5325-7128（平野）


「これから」を生きる


若い人たちへ
石上要(高槻・市民放射能測定


所) 水戸喜世子(D2N事務局)


協力：北摂・高槻生協 使い捨て時代を考える会・安全農産供


給センター 生活者の会 グリーンコープ生協おおさか ほか


5/10(土)午後2時～4時 高槻現代劇場305号室


おはなしと交流






